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研究成果の概要（和文）： 

 シミュレーターを用いた教育プログラム開発方法の確立を目的とし、看護実践場面の看
護行為について質的方法により分析し、得られた結果を根拠とした教育プログラム開発の
検証および有用性の検証を行った。看護実践の約半数（48％）は『情報を提供する』『世話
をする』といった患者に対してケアをする看護行為で看護実践が成り立っていた。開発さ
れたプログラムおよび調査結果は、ホームページおよび学術雑誌において広く公表してい

る。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The Aim of the study is development for nursing education program using simulator, and 

analyzed by qualitative methods for nursing practice, then investigated the usefulness of 

verification and educational program development and evidence obtained results. Nursing 

practice was made up of nursing action to care for a patient to "Informing" and "Caring" 

about half of nursing practice (48%). The findings and programs are published in academic 

journals and website. 
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１．研究開始当初の背景 
 シミュレーター教育とは、モデルや人形

などの模型を用い、利用者が知識や技能
および態度を統合させながらスキルを学
ぶ教育手法である。シミュレーターを用
いた教育は、抽象（仮想・知識・練習）

と具象（現実・実践・臨床）との間をつ
なぐことが目的であるとされる。医療技
術の教育には講義だけでなく、技能や手
技を身につけるための実習が不可欠であ
ることから、実習をより効果的に進める
ためにシミュレーター教育は有用である
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とされている。 
このシミュレーター教育施設の設置状

況について、北欧では人口 100 万人に 1
か所の割合で施設が整備され、ドイツで

も 98％の医科大学が高機能シミュレー
ターを設置している。日本においても現
在、少なくとも全国 59施設以上の大学医
学部や附属機関（附属病院、研修センタ
ーなど）でシミュレーターを用いた技術
教育が行われており（2008 年調査）、医

療者のみならず医学生や看護学生がトレ
ーニングを行える環境にある。 

昨今、学生の実践能力と臨床で求めら
れる能力との乖離が大きいという看護教
育上の課題が指摘されている。新卒看護
師の 7 割以上が、基礎的な看護技術 103

項目のうち「入職時に一人でできる」と
認識していたのはわずか 4 項目のみであ
った（2002 年、日本看護協会調査）。こ
の看護実践能力不足と新人看護師の早期
離職とが関連することを、日本看護協会
は言及している。しかしながら現状では、

医療安全に関する意識の向上や倫理的な
問題から、患者を対象とした技術教育の
実施は難しい。一方、臨床看護師の継続
教育の視点からも、医療の進歩、患者の
権利意識の向上に対応するため、継続的
に看護実践能力を研鑽することが必要で
ある。したがって、看護の基礎教育上お
よび継続教育上、シミュレーターを用い
た教育は極めて有用であるといえる。 

シミュレーターを利用した技術教育の
問題点として、リアリティが重要にも関
わらず、シミュレーション教育の対象は

「物」であるため、技術のみを学ぶ場に
陥りがちになることが挙げられる。例え
ば医学教育で導入されている OSCE（客観
的臨床能力試験）では、対象を患者であ
ると仮定して受験者の医学的臨床能力が、
そのコミュニケーション能力も含めて評

価されている。看護技術教育の現場でも
同様に、対象を「患者」であるとしたシ
ミュレーター教育の実施・評価について
求められるが、その具体的な教育プログ
ラムは存在しない。したがって、総合的
な臨床技能を向上させるための方策とし

て、シミュレーター教育におけるケアリ
ングあるいはコミュニケーションスキル
を含めた看護技術教育プログラムの開発
は、緊急の課題である。 

一方、このシミュレーターを用いた教
育を行うことの有用性を検証するため、
そのアウトカム評価についても社会的要

請があると考える。 
現在までのシミュレーターを用いた教

育に関する研究報告が散見されるが、こ
れらは単施設における実態調査や科学的

検証としては乏しい研究方法による調査
にとどまり、その代表性および一般性は
充分といえない。 

 
２．研究の目的 
シミュレーターを用いた看護技術教育のプ

ログラム開発とその有用性について検証す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）データ収集 
 研究期間は 3カ年である。対象は、病棟

看護師長が、本研究の趣旨を理解した上で
推薦する臨床看護師とした。データ収集方
法は、非参加型の観察法を用いた。観察法
は、行動や出来事を直接記録可能という点
で、対象者の認識や主観に影響されやすい
自己報告法よりも、データ収集の信頼性は

高いと考えられる。そこで、看護師の発言
や行動の連続的な記録が可能となるデジタ
ルカメラおよび IC レコーダーを用い、患者
に対し看護実践をしている場面での言語的
データ・非言語的データの収集を行った。 
 言語的データは、デジタルカメラおよび
IC レコーダーにて、対象者全員の発言を収
集した。得られたデータは、逐語録として
起こした。逐語録として記録されたデータ
は、看護研究者によるスーパービジョンを
受け、信頼性の確保に努めた。非言語的デ
ータは、デジタルカメラ（動画モード）に

て、非言語的データを収集した。研究の目
的から、看護師の作業域が撮影可能な設置
場所と撮影方向をあらかじめ選定した。研
究者は完全な観察者として治療場面に参加
し、、治療進行に関する状況を観察ノートに
書き留め、データの一部とした。 

（２）データ分析 
 事例中における看護師の言語的データ・
非言語的データを対象とし、看護実践国際
分類（International Classification for 
Nursing Practice、以下 ICNP®とする）を
カテゴリーシステムとして用い、内容分析

を行った。 
 内容分析について、Kraus Krippendorff
は内容分析を、「データをもとにそこから文
脈に関して再現が可能でかつ妥当な推論を
行うための一つの調査技法」とした。「推論」
という要素を定義の中に位置づけたことに
より、言語的表象のように明示されていな



 

 

いコミュニケーションである「形式」や「行
動」の分析も可能とした。カテゴリーシス
テムを用いることは、分析操作がより客観
的・系統的になり、科学的妥当性が高まる

とされている。研究に特有の必要性や理論
的枠組みに基づいて独自のカテゴリーシス
テムを開発することもできるが、研究問題
に対応しているならば完成度の高い既存の
カテゴリーシステムを用いる方がよいとさ
れている。そのため、カテゴリーシステム

を本研究で採用するに至った。 
 分析単位の設定として、看護師の行動の
開始から終了までを１看護行為とし、１分
析単位とした。看護行為の分析と記録を行
なうために、分析シートを作成した。その
手順として、①逐語録に対応して看護行為

も経時的に記録できるよう、看護行為の実
施者、コード、看護行為名が、逐語録と並
列で記録できるようにした。②患者に対す
る看護行為と患者以外に対する看護行為を、
区別して記録できるようにした。その上で
ビデオテープを再生し、分析単位ごとICNP®

を用いて看護行為の判断を行い判断された
看護行為を、逐語録の発言と経時的に一致
させながら分析シートに記録した。 
 看護行為の判断過程における妥当性・信
頼性を確保する複数の作業を行なった。①
同じ行為や発言であったとしても、前後の
文脈より ICNP®の定義に沿う分類を判断し
て看護行為を決定し、分析過程で混同しな
いよう看護行為名と対応する行動を明記し、
一貫して系統的な分類を行なった。②分析
を行なう過程で研究者の偏りが生じないよ
う、3 名の看護研究者によるスーパービジ

ョンを受けた。③スーパービジョンを受け
た際、行為に対する意味の範囲が大きすぎ、
何通りもの分類が可能である等、分類判定
の一致点が見出せない場合は、より ICNP®
の定義する意味から近い語句から解釈する
目的で、英名より判断を行なった。それで

も分析不可能な際には、分析対象からはず
した。④永久的観察記録であるデジタル動
画を用いたことで分析の確認が可能であっ
たため、繰り返し確認作業を行った。 
 ICNP®の妥当性と内容について、ICNP®の
採用理由を記載する。ICNP®は、国際的な看

護用語の標準化・コード化をめざす国際看
護 師 協 会 (Inter National Council of 
Nurses)の取り組みにより作成され、日本で
は看護実践国際分類と称されている。岡谷
らは、 2000 年にわが国における ICNP®の妥
当性の検証を行い、「理論的背景を持たずに
構築された ICNP®は、さまざまなシステム

との共存が可能と思われ、その構造は妥当
である」とし、「ICNP は一定の抽象度を持
った看護問題、看護行為を表現できる」と
している。ICNP®は発展途上の段階ではある

が、看護行為をデータ化する上で比較的信
頼性・妥当性が確保できるツールであると
判断し、本研究にて採用するに至った。  
 ICNP®の内容を説明する。ICNP®は、看護
実践の記述を目的とした情報ツールであり、
看護現象(nursing phenomena)、看護行為

(nursing action) 、 看 護 ア ウ ト カ ム
(nursing outcome)の分類から成り立つ。看
護行為は、実践の場における看護師の行動
と定義され、「行為のタイプ」「行為の標的」
「手段」「時間」「位相」「位置」「経路」「ケ
アの受け手」という 8つの軸から構成され

ている。看護活動は看護行為分類軸に含ま
れる概念の組み合わせで表され、中でも「行
為のタイプ」軸の用語を必ず一つ含むとさ
れている。その他７軸の用語は、看護活動
を拡大・明確化する目的で、任意に用いる
とされている。本研究では看護行為の実態

を明らかにするのが目的であるため、看護
行為の分類における 8軸の中でも、看護活
動を表す際に必須とされている「行為のタ
イプ」の軸にて分析を行った。「行為のタイ
プ」は、170 の看護行為から成り立ち（以
下[  ]で用語を記載する）、観察する、管
理する、実施する、世話をする、情報を提
供する、の 5つに分類できる（以下『  』
で用語を記載する）。『観察する』の定義は、
「看護行為の一つで、次のような固有の特
徴をもつ：人や物事に目を向けて注意深く
見ること」であり、23の看護行為が包括さ

れ、[観察する][チェックする][監視する]
などから成り立つ。『管理する』の定義は、
「看護行為の一つで、次のような固有の特
徴をもつ：人や物事に対する責任を引き受
け、秩序をもたらすこと」であり、36 の看
護行為が包括され、[整える][依頼する][調

節する]などから成り立つ。『実施する』の
定義は、「看護行為の一つで、次のような固
有の特徴をもつ：専門的な技術を要する作
業を行うこと」であり、61 の看護行為が包
括され、[掛ける][移動させる][装着する]
などから成り立つ。『世話をする』の定義は、

「看護行為の一つで、次のような固有の特
徴を持つ：人やあるものに関心を寄せる、
対応する、あるいは面倒を見ること」であ
り、35 の看護行為が包括され、[介助す
る][励ます][強化する]などから成り立つ。
『情報を提供する』の定義は、「看護行為の
一つで、次のような固有の特徴を持つ：誰



 

 

かに何かを知らせること」であり、15 の看
護行為が包括され、[情報を教える][方法を
教える][記録する]などから成り立つ。この
「行為のタイプ」の妥当性について、松木

らは、基礎、成人、老年、精神、母性、小
児、地域看護と日本看護協会 ICNP 委員の総
数 28 名により検討を行い、概ね承認できる
用語体系であると報告している。 ICNP®は
樹形構造であり看護行為は 5 分類のいずれ
かに包括することが可能であるため、分析

枠組みとしての活用に問題はないと判断し
た。 
（３）プログラム作成 
 行われた看護行為の種類や発言、行為の
順序などを根拠とし、シミュレーター教育
の目的別（前頁掲）にプログラムを作成す

る。プログラムは、印刷物、DVD、ホームペ
ージの作成などにより全国の大学病院や社
会へ配布・情報公開する。（次年度以降も、
調査票調査における利用者評価に基づき、
プログラム内容の修正を継続する。） 
（４）シミュレーション教育有用性の調査 

 全国の大学病院に所属する看護部を対象
とした。シミュレーターは比較的高額な教
材であり、大規模の組織が所有していると
考える。また所属する看護師数も比較的大
人数であることから結果に一般性・代表性
が確保できると考え、大学病院を対象とし
た。データ収集方法として、web により調
査票調査を行った。調査項目として、シミ
ュレーターの利用状況、シミュレーター備
品の種類、新人看護師のヒヤリハット数、
新人看護師の離職率など、医療安全や看護
マネジメント関連の情報について調査した。

データ解析方法として、統計学的方法によ
り、シミュレーターの利用状況と調査項目
との関連性について明らかにした。基本統
計量の算出に加え、主にロジスティック回
帰分析などの多変量解析法を用いた。 
（４）倫理的配慮 

 本研究計画は、東北大学大学院医学系研
究科倫理委員会において審査を受け、承認
を得た（受付番号：2010-248） 
 
４．研究成果 
（１）プログラム作成について 

 本研究期間内で明らかとなった看護行為
数は 534 回であった。看護実践中に看護師
は、『観察する』を 33％、『管理する』を 6％、
『実施する』を 13％、『世話をする』を 16％、
『情報を提供する』を 32％実践していた。
これまで看護技術関連の書類には、ICNP®
の『観察する』『管理する』『実施する』に

類した看護実践の「手順」の記載が大方で
あった。本研究の成果により、看護実践の
約半数（48％）は『情報を提供する』『世話
をする』といった患者に対してケアをする

看護行為で看護実践が成り立っていること
が明らかとなった。『情報を提供する』には、
[情報を提供する][教える][説明する][方
法を教える]といった行為から成り立って
いた。『世話をする』には、[予防する][介
助する][強化する][ラポールを形成す

る][共にいる][促進する][励ます]といっ
た行為から成り立っていた。血圧・脈拍測
定、採血・注射、口腔ケア、肺音聴取、導
尿、浣腸、吸引、心電図モニター・動脈血
酸素飽和度の装着場面など看護実践を行な
う上で、手技のみならず非常に様々な看護

行為が行なわれていることが推測された。
これらの成果から、看護技術教育のプログ
ラムを作成する上で、手順のみならず患者
に対する情報の提供の仕方や、ケアリング
（世話）の実践について検討が必要と考え、
プログラム作成にあたり相応の量を確保し

た。もう一方で明らかになった事実として
どの看護師も共通して行なわれた看護行為
には『観察する』『管理する』『実施する』
が多く、一方で対象者ごとに差異がみられ
た看護行為は『情報を提供する』『世話をす
る』が多かった。これら行なわれた看護行
為は、状況に基づき、いくつかのパターン
に整理される。目的をもって看護実践を行
なう際に、ベースで用いられている看護行
為に加えて、状況に対応して実施が求めら
れる看護行為についても類型化を行ない、
プログラム化した。これらプログラムは追

ってホームページならびに学術雑誌に掲載
し、国民がフリーでアクセスしやすいよう
な環境整備に努める。 
 
（２）シミュレーション教育有用性の調査 
 本研究期間内で計 1回の調査を行ない、

13 施設より回答を得た。回答期限を設けて
おらず、回収は現在も続いている。現段階
では結果の一般化が可能といわれる数例に
は至っていないため、今後解析結果は追っ
てホームページならびに学術雑誌に掲載し、
国民がフリーでアクセスしやすいような環

境整備に努める。 
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看護実践とは、日本看護学教育学会、

2013 年 8 月 07 日、仙台（発表確定） 
②門馬靖武、田畑雅央、松田綾音、加賀谷
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央、遠藤智之、石井誠一、加賀谷豊、金
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ュレーター活用の効果、日本医療教授シ
ステム学会総会、2012年3月1日、東京 
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